
令和７年度 税制改正 所得税 ～生命保険料控除の見直し～ 

令和７年度税制改正が行われました。その改正内容のうち生命保険料控除の見直しの概要についてお知らせいたします。 
1 生命保険料控除の見直し 令和8年分の所得税において、生命保険料控除における新生命保険料に係る一般生命保

険料控除について、２３歳未満の扶養親族を有する場合には、現行の4万円の適用限度額に対して2万円の上乗せ措置が
講じられます。なお、一般生命保険料控除、介護保険料控除、個人年金保険料控除の合計適用限度額については、現行の
１２万円から変更はありません。 

(1) 生命保険料控除 生命保険料控除について、次の見直しが行われます。 
① 新生命保険料に係る一般生命保険料控除について、居住者が年齢 23 歳未満の扶養親族を有する場合には、令和８年分
における当該一般生命保険料控除の控除額の計算を次のとおりとする。 

年間の新生命保険料 控 除 額 

30,000 円以下 新生命保険料の全額 

30,000 円超 60,000 円以下 新生命保険料×１/２ ＋ 15,000 円 

60,000 円超 120,000 円以下 新生命保険料×１/４ ＋ 30,000 円 

120,000 円超 一律 60,000 円 

② 旧生命保険料及び上記①の適用がある新生命保険料を支払った場合には、 一般生命保険料控除の適用限度額は６万円
（現行：４万円）とする。  

③ 上記①の見直しに伴い、給与所得者の保険料控除申告書等についてその記載事項の見直しを行う。  
④ その他所要の措置を講ずる。  
（注）一般生命保険料控除、介護医療保険料控除及び個人年金保険料控除の合計適用限度額は 12 万円とする（現行と同じ。）。  
＜適用時期＞この改正は、令和 8 年分の所得税について適用されます。 
～参考～（現行制度） 
納税者が生命保険料、介護医療保険料および個人年金保険料を支払った場合には、一定の金額の所得控除を受けることが

できます。これを生命保険料控除といいます。平成 24 年 1 月 1 日以後に締結した保険契約等に係る保険料と平成 23 年
12 月 31 日以前に締結した保険契約等に係る保険料では、生命保険料控除の取扱いが異なります。なお、保険期間が 5 年
未満の生命保険などの中には、控除の対象とならないものもありますのでご注意ください。 
生命保険料控除の金額 以下の計算により算出した各控除額の合計額が生命保険料控除額となります。なお、この合計額が
120,000 円を超える場合には、生命保険料控除額は 120,000 円となります。 
新契約（平成 24 年 1 月 1 日以後に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額 新契約に基づく新生命保険料、介護医
療保険料、新個人年金保険料の控除額は、それぞれ次の表の計算式に当てはめて計算した金額です。 

年間の新生命保険料等 控 除 額 

20,000 円以下 支払保険料等の全額 

20,000 円超 40,000 円以下 支払保険料等×１/２ ＋ 10,000 円 

40,000 円超 80,000 円以下 支払保険料等×１/４ ＋ 20,000 円 

80,000 円超 一律 ４0,000 円 

（注 1）支払保険料等とは、その年に支払った金額から、その年に受けた剰余金や割戻金を差し引いた残りの金額をいいます。 
（注 2）新契約については、主契約または特約の保障内容に応じ、その保険契約等に係る支払保険料等が各保険料控除に適用されます。 
（注 3）異なる複数の保障内容が一の契約で締結されている保険契約等は、その保険契約等の主たる保障内容に応じて保険料控除を適用
します。 
（注 4）その年に受けた剰余金や割戻金がある場合には、主契約と特約のそれぞれの支払保険料等の金額の比に応じて剰余金の分配等の
金額を按分し、それぞれの保険料等の金額から差し引きます。 
旧契約（平成 23 年 12 月 31 日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額 
旧契約に基づく旧生命保険料と旧個人年金保険料の控除額は、それぞれ次の表の計算式に当てはめて計算した金額です。 

年間の新生命保険料等 控 除 額 

25,000 円以下 支払保険料等の全額 

25,000 円超 ５0,000 円以下 支払保険料等×１/２ ＋ 12,５00 円 

50,000 円超 100,000 円以下 支払保険料等×１/４ ＋ 25,000 円 

100,000 円超 一律 50,000 円 

（注 1）旧契約に基づく「いわゆる第三分野とされる保険（医療保険や介護保険）の保険料」も、旧生命保険料となります。 
（注 2）支払保険料等とは、その年に支払った金額から、その年に受けた剰余金や割戻金を差し引いた残りの金額をいいます。 
新契約と旧契約の双方に加入している場合の控除額 
1. 一般の生命保険料控除の控除額  
・旧生命保険料控除の年間支払保険料等の金額が 60,000 円を超える場合：旧生命保険料控除の年間支払保険料等の金額に
ついて 上記の「旧契約（平成 23 年 12 月 31 日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額」で計算した金額（最
高 50,000 円） 
・旧生命保険料控除の年間支払保険料等の金額が 60,000 円以下の場合：新生命保険料控除の年間支払保険料等の金額につ
いて、上記の「新契約（平成 24 年 1 月 1 日以後に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額」で計算した金額と旧生命
保険料控除の年間支払保険料等の金額について、「旧契約（平成 23 年 12 月 31 日以前に締結した保険契約等）に基づく
場合の控除額」で計算した金額の合計額（最高 40,000 円） 
2. 個人年金保険料控除の控除額 
・旧個人年金保険料控除の年間支払保険料等の金額が 60,000 円を超える場合：旧個人年金保険料控除の年間支払保険料等
の金額について（2）で計算した金額（最高 50,000 円） 
・旧個人年金保険料控除の年間支払保険料等の金額が 60,000 円以下の場合 
新個人年金保険料控除の年間支払保険料等の金額について、上記の「新契約（平成 24 年 1 月 1 日以後に締結した保険契約
等）に基づく場合の控除額」で計算した金額と旧個人年金保険料控除の年間支払保険料等の金額について、「旧契約（平成
23 年 12 月 31 日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額」で計算した金額の合計額（最高 40,000 円）。 


	新契約（平成24年1月1日以後に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額　新契約に基づく新生命保険料、介護医療保険料、新個人年金保険料の控除額は、それぞれ次の表の計算式に当てはめて計算した金額です。
	旧契約（平成23年12月31日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額
	新契約と旧契約の双方に加入している場合の控除額

